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National arthroplasty register は人工関節置換術に対する疫学研究に極めて有

用な情報を提供している。本邦においては、2006 年 2 月から 2012 年 9 月まで、日

本整形外科学会インプラント委員会および 2011 年５月より日本人工関節学会を主

体として日本人工関節登録制度が実施されている。人工股関節置換術を施行した患

者情報、手術情報およびインプラント情報を登録用紙に記載し、人工関節登録事務

局に送付し、データ管理を行っている。 

2012 年 10 月末現在、事前参加登録病院は 120 施設である。人工股関節置換術は

27811 例のデータが登録されている。初回手術は 25196 例、再置換術は 2615 例であ

り、男性 16.48%、女性 83.45%である。原疾患の 59.96％は DDH であり、一次性 OA

は 21.14％、ION は 6.9％、RA は 3.44％であった。基本解析結果（平成２２年度ま

で）は、日本人工関節学会ホームページ（http://jsra.info/）で公開されている。 

national arthroplasty register は、インプラントや手術手技の臨床成績を短期

間で予想でき、また、不具合のあるインプラントや成績不良な手術手技を患者およ

び医師に迅速に周知することができる極めて有用な手段である。諸外国では、再置

換術の頻度減少を達成し、また meta-on-metal インプラントの高再置換率をいち早

く報告し、現在その重要性は公知となっている。日本人工関節登録制度を成功させ

るためには、出来るだけ多くの施設の参加が必須である。アジアで初めての

national arthropalsty register は本邦の人工関節置換術の疫学解析や人工関節置

換術の開発にも寄与することが期待される 
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